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１．はじめに 

都市計画・都市史研究の分野では，文字情報の他に，写真・図面・地図など様々な画像情報を扱う機会が多く，

急速に電子メディア化が進んでいる．地図など多くの情報を必要とする高精度の画像はデータ量が膨大で，画像

データの作成および閲覧の両面において取り扱いが困難な状況にあったが，近年，高精度画像を高解像度でデジ

タル化可能な画像保存形式が開発されるなど，インターネットなどのネットワークを介しても高精度高解像度画

像を高速かつ鮮明に閲覧できるようになってきた． 

本研究では，都市計画・都市史研究の分野における重要な資料である歴史的地図や古写真を高精度高解像度で

電子メディア化し，それらの保存および今後への参考資料として活用できるよう，2 種類のソフトウェアを使用し

て高精度高解像度画像の表現を試みた．  

２．高精度画像の電子メディア化に使用したソフトウェア 

高精度画像を高解像度で電子メディア化するにあたり，2 種類のソフトウェアを使用した． 

１）ZOOMA One：ZOOMA Oneとは、高精度高解像度の画像ファイルを読み込ませると，自動的に画像ファイル

のZOOMA変換が行われ，WEBサーバーにアップロードす

ロールなどの操作を行うことができ，単に 1 画面表示だ

けでなく 2 画面同時表示という特殊な表現方法もある． 

ることができるソフトウェアである．拡大・縮小・スク

２）Reality Studio：Reality Studio とは，高精度画像を高

解像度でデジタル化可能な世界標準の画像保存形式

『Flash Pix』を利用し，高精度高解像度画像の 2D表現や

360 度見わたせる 3D表現のパノラマ画像を制作すること

ができるソフトウェアである．拡大・縮小・スクロール

などの操作を行うことができ，また，パノラマ画像同士

のリンク設定も可能である．Flash Pixファイルを配信す

るためのサーバーソフトとして『Live Picture Image 

Server』が必要となる． 

，

史的地図の表現３．ZOOMA Oneによる歴 図-1 ZOOMA One の表示画面  

OOMA One

を

図-2 ZOOMA One の 2 画面同時表示画面 

過去の写真 現在の写真

収集した歴史的地図・古写真をもとに，Z

使用して高精度高解像度画像を制作し，歴史的地図の

表現を行った．ZOOMA One の表現には，1 画面表示と 2

画面同時表示がある．1 画面表示の場合，単純に高精度

画像を電子メディア化することができる．2 画面同時表

示の場合，1 つの画面上に 2 つの画像を同時に表示でき

るため，それぞれの画像の比較が容易にでき，例えば，

過去・現在の地図を同時に見比べることができる．図-1

に ZOOMA One の表示画面を，図-2 に ZOOMA One の 2

画面同時表示画面を示す．図-2 は，原爆投下前の長崎爆

心地付近と現在の航空写真を比較したものである． 
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図-3 Reality Studio の表示画面 

４．Reality Studioによる歴史的地図の表現 

lity Studio を使用して，

世

収集した歴史的地図・古写真をもとに，Rea

界中に普及している画像保存形式『Flash Pix』による高精度高解像

度画像の 2D 表現や，360 度見わたせる 3D 表現のパノラマ画像を制

作し，歴史的地図の表現を行った．ここでは，パノラマ画像同士の

リンク設定が可能である事を生かし，関連性のあるパノラマ画像を

複数リンクさせ，1 つの大きな資料として『九州景勝鳥瞰図絵』・『長

崎図絵』を制作した．図-3 に Reality Studio の表示画面を，図-4 にリ

ンクしたパノラマ画像を示す． 

５．高精度高解像度画像のインターネットへの適用 

つ高解像度の

画

，

.0

最終的には歴史的資料の Flash Pix ファイルによ

る

図-4 リンクしたパノラマ画像 

通常，ハードウェアには制約があるため，高精度か

像ファイルの取り扱いが困難であったが，本研究で使用した 2 種

類のソフトウェア「ZOOMA One」「Reality Studio」を使用することで

インターネットへ適用が容易になった．ここでは，2 種類のソフトウ

ェアを使用して高精度の高解像度画像を電子メディア化した高精度

高解像度画像の表現を，インターネットでも簡単に閲覧できるよう

ホームページを制作した．ホームページ制作には Adobe Go Live 5

を使用した．また Flash Pix ファイルを配信するためのサーバーソフ

トとして『Live Picture Image Server』を使用した．歴史的地図の表現

は，このホームページを通じて配信され，インターネットで閲覧

可能である．図-5 に制作したホームページの概要を示す． 

トップ画面では，地図検索・画像検索・町別検索・パノラマ検

索から選択でき，

2Ｄの高解像度画像や 3Ｄのパノラマ画像を表示することができ

るようになっている．また，PDF で歴史的書物の閲覧も可能にし

ている． 

６．まとめ

本研究の内容を要約すると以下のようになる． 
図や古写真を高精度高解像度で電子メディア化し，

そ きるよう，2 種

簡単に閲覧できるよう，ホー

プが挙げら

用を促すツールとしての利用が考えられる． 

【

 

１）歴史的地

れらの保存および今後への参考資料として活用で

類のソフトウェアを使用して高精度高解像度画像の表現を試みた．

それらを生かしたツールを 2 種類制作し，今後活用できるような

重要な資料とすることができた． 

２）2 種類のソフトウェアを使用して高精度高解像度画像の表現を

試みた．また，インターネットでも

TOP 画面

検索ボタン 

選択ボタン

ムページを制作した． 

今後の課題として，今回制作したツールの更なるボリュームアッ

させることで，保存・活
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れる．また，データベースと連動

図-5 ホームページの概要 


